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ある。昭和 31年に制定された「首都圏整備法」では，関東地方の 1都 6県（東京都，神奈川県，
千葉県，埼玉県，茨城県，栃木県，群馬県）および山梨県を「首都圏」と定めている。しかし，
内閣府（2011）では，「首都圏」を南関東の 1都 3県（東京都，神奈川県，千葉県，埼玉県）と
しており，根拠として国勢調査における「関東大都市圏」（総務省統計局 2012a）の範囲が 1都 3
県とほぼ同じ ¹であることをあげている。
　この「関東大都市圏」や，金本・徳岡（2002）の「都市雇用圏」などは，通勤・通学による
移動を基準とした定義であり，ほぼ 1都 3県，都心からおよそ 70 kmまでの範囲を「地域的な
まとまり」としてとらえている。2010年度の国勢調査における都道府県別昼夜間人口比率（総
務省統計局 2012b）をみると，東京都が 118.4%と全国で最も高い反面，周囲 3県は，神奈川県











　図 1は，1都 3県における 2つの時代の共通語使用率の調査結果である。左の河西（1981）は，





























































































































































a. 同一回答者に対して繰り返し調査ができる → 調査項目数を増やす
b. 他の授業での結果と組み合わせられる  → 回答者を増やす，対象地域を広げる
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c. 迅速に結果を提示できる  → 調査が授業を妨害しないようにする
d. どの場所でも全員に実施できる  → 通常の教室での授業で活用する
e. 調査内容を臨機応変に設定できる  → 授業内容に沿った活用をする
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ず，調査終了から言語地図の完成までには，以下の工程を経る。
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表 1　アンケート調査の媒体別特徴


















































































































































































































図 3　属性情報のメール例 図 5　回答情報のメール例
図 4　住所から緯度・経度への変換例























































（1）  火曜日の 2時間目に，A大学の授業①で，事前に準備した調査 1（6問）と，授業中に思
いついた新たな調査 2（2問）を実施した。
（2）  火曜日の 3時間目に，A大学の授業②で，事前に準備していた 2問のほかに，前の時間
の授業①で良好な結果が出た調査 1の 3問と調査 2の 1問を加えた調査 3（6問）を実施
した。そして授業中に新たな調査 4（1問）を実施した。
（3）  2日後の木曜日の 2時間目に，別の B大学の授業で，A大学で良好な結果が得られた質問
からなる調査 5（5問）を実施し，授業中に新たな調査 6（1問）を実施した。
（4）  最初の調査から一週間が経過した火曜の 2時間目に，A大学の授業①で，他の授業で良
好な結果が得られた質問からなる調査 7（2問）を実施した。
　以上の調査の，質問文と回答者の関係を表示したものが，図 6のイメージである。
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表 2　複数授業での RMS調査実施例（数字は質問数）




















































6月に初めて RMSの実験をおこなった授業（2クラス）での結果，図 8が 2012年に国立国語研




238 鑓水　兼貴／国立国語研究所論集 6: 217–243 (2013)
状態では首都圏ではカタスが再普及し，普及は完了したと思ってしまうだろう。
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図 8　カタスの分布（2012年のプロジェクトでの調査）
図 9　カタスの分布（2011年 6月～ 2013年 6月の全調査）















































































 http://www.cc.osaka-kyoiku.ac.jp/~yossi/programs_trash.html（最終閲覧日：2013年 7月 31日）
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A New Geolinguistic Survey System for the Younger Generation in the 
Tokyo Metropolitan Area
YARIMIZU Kanetaka
Adjunct Researcher, Department of Linguistic Th eory and Structure, NINJAL
Abstract
Language in the Tokyo metropolitan area (TMA) is very complicated because of the complexity 
of the demographic structure. Since the Japanese Standard Language is based on the Tokyo dialect 
and has been aff ected by linguistic change in that dialect, investigating the dynamic situation 
of the younger generation in Tokyo and the surrounding area is essential for understanding the 
development of the Standard Language.
  Although it is easy to collect data from the younger generation in this region, it is diffi  cult 
to detect geographical diff erences. Large-scale data collection is necessary for identifying non-
standard forms by regions.
  A questionnaire survey is the most effi  cient method for collecting massive amounts of data, and 
texting on mobile phones is easy.
  Since the cost is low and the results are obtained immediately, the mobile phone method is 
well-suited to classroom environments. Th e author developed a new dedicated system for this 
purpose, called the “Real-time Mobile Survey (RMS) system”.
  Th e RMS system makes it easy to collect large amounts of data on the usage of dialect forms 
in the TMA.
Key words:  Tokyo metropolitan area, linguistic map, geolinguisitcs, dialectological survey, mobile 
email survey
